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六
月
二
十
日︵
土
︶十
六
時
三
十

分
関
西
国
際
空
港
を
出
発
し
、
大

連
経
由
で
成
都
空
港
に
到
着
、
翌

日
一
時
四
十
分
金
河
賓
館
ホ
テ
ル

に
到
着
、
日
本
と
の
時
差
は
一
時

間
で
す
が
実
際
に
は
北
京
と
関
空

よ
り
遥
か
に
遠
い
の
で
二
時
間
以

上
の
時
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
︵
関
西
空
港
か
ら
成

都
空
港
へ
は
週
三
便
の
た
め
、
土

曜
日
に
出
発
︶

　
二
十
一
日
は
日
曜
日
で
し
た
か

ら
、
中
国
政
府
の
お
計
ら
い
で
、

パ
ン
ダ
公
園
、
三
国
志
の
お
寺
、

成
都
市
内
な
ど
を
ご
案
内
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
二
十
二
日︵
月
︶は
、
成
都
市
内

か
ら
高
速
道
路
な
ど
片
道
三
時
間
、

車
で
走
り
震
災
地
の
記
念
式
会
場

︵
約
四
千
五
百
人
の
村
︶や
新
し
い

約
二
百
人
の
農
村
集
落
な
ど
を
見

学
、
ゴ
ミ
の
収
集
箱
や
仮
設
住
宅

な
ど
を
ご
案
内
い
た
だ
き
見
聞
を

広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夜

に
は
ホ
テ
ル
で
中
国
並
び
に
四
川

省
環
境
保
護
部
教
育
セ
ン
タ
ー
、

中
国
共
産
党
青
年
部
、
中
国
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
幹
部
、
中
国
ト
ヨ

タ
自
動
車
取
締
役
執
行
役
員
ほ
か

関
係
者
と
の
夕
食
懇
談
会
に
出
席

し
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
今
回
の
ご
み
処
置
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
は
中
国
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
環
境
財
団
か
ら
出
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
二
十
三
日︵
火
︶ホ
テ
ル
を
八
時

に
出
発
し
十
一
時
に
式
典
会
場
に

到
着
、
”美

し
い
山
と
川
を
再
生

す
る
”
﹁
震
災
地
区
の
ご
み
処
置

と
循
環
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
中
国
政
府
及
び
四
川

省
、
中
国
共
産
党
青
年
部
、
中
国

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
中
国
ト
ヨ

タ
自
動
車
関
係
者
が
参
列
、
震
災

復
興
に
つ
い
て
激
励
の
あ
い
さ
つ

と
ゴ
ミ
処
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
五
つ
の
農

村
の
代
表
者
や
ゴ
ミ
処
置
を
指
導

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
二
百
名
は

じ
め
大
勢
の
住
民
関
係
者
約
五
百

名
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
、
多

く
の
環
境
関
係
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
中
国
政
府
や
四
川
省
環
境
教
育

セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱

意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
新
し
く
建
設
さ
れ
た
農

村
の
住
宅
地
域
を
見
学
、
資
源
ご

み
と
資
源
化
で
き
な
い
ゴ
ミ
の
二

種
類
に
分
別
す
る
ド
イ
ツ
を
見
習

っ
た
ゴ
ミ
処
理
で
す
が
そ
の
前
に

本
町
の
よ
う
に
生
ご
み
を
堆
肥
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
農

村
集
落
で
分
別
さ
れ
た
資
源
ご
み

は
そ
の
後
、
市
が
収
集
し
分
別
さ

れ
資
源
化
さ
れ
ま
す
が
資
源
化
で

き
な
い
ゴ
ミ
は
焼
却
ま
た
は
埋
め

立
て
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
式
典
と
講
演
は
、
第
一

に
住
民
に
ゴ
ミ
の
資
源
化
の
意
義

と
ゴ
ミ
の
分
別
の
具
体
的
な
方
法

を
理
解
さ
せ
ま
す
。
第
二
に
実
施

予
定
地
で
ゴ
ミ
分
別
を
さ
ら
に
拡

大
し
、
ご
み
の
資
源
化
レ
ベ
ル
を

高
め
、
ご
み
削
減
を
実
現
し
、
実

施
予
定
地
の
﹁
ゴ
ミ
減
量
化
運
動
﹂

を
宣
言
し
ま
す
。
上
勝
町
を
中
国

政
府
が
招
い
た
の
は
こ
の
仕
組
み

を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
ま

ず
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
循
環
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
指
導
者
や
農
村
の
住
民
に

そ
の
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ

て
、
五
つ
の
村
の
モ
デ
ル
地
域
で

実
証
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
仕
組
み
が
う
ま
く
軌
道

に
乗
れ
ば
中
国
全
土
の
農
村
に
広

げ
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　
成
都
市
内
に
帰
る
途
中
、
新
聞

記
者
等
の
会
見
場
に
参
加
、
上
勝

町
の
ご
み
処
理
状
況
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
紹
介
さ
れ
る
と

出
席
し
て
い
た
中
国
ト
ヨ
タ
の
幹

部
も
﹁
ウ
オ
ー
﹂
と

驚
か
れ
る
と
同
時
に

多
く
の
方
の
視
線
が

私
達
に
集
ま
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
農
村
レ

ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を

し
た
後
、
成
都
市
内

の
研
修
会
場
で
大
学

教
授
が
ド
イ
ツ
等
の

ご
み
処
理
に
つ
い
て

講
演
、
そ
の
後
七
十

分
地
球
温
暖
化
問
題

や
上
勝
町
の
ご
み
処

理
を
紹
介
し
ま
し
た
。

最
後
に
今
回
の
農
村

の
ご
み
処
理
等
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
り
終
了
し
ま
し

た
。
上
勝
町
の
取
り
組
み
は
五
つ

の
農
村
代
表
者
や
指
導
す
る
大
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
中
国
政
府

な
ど
の
関
係
者
が
お
聞
き
く
だ
さ

り
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
二
回
ほ

ど
現
地
研
修
を
行
う
の
で
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
お
申
し
出

が
あ
り
日
程
調
整
が
つ
け
ば
⋯
⋯

と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
六
月
二
十
四
日︵
水
︶六
時
に
ホ

テ
ル
を
出
て
、
成
都
空
港
八
時
二

十
五
分
発
の
大
連
経
由
で
関
西
空

港
に
十
五
時
三
十
分
到
着
高
速
バ

ス
で
帰
町
し
ま
し
た
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
お
天
気
は
西

か
ら
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
中
国
で

日
本
の
よ
う
に
ご
み
を
焼
却
す
れ

ば
そ
の
焼
却
に
よ
り
生
じ
た
大
気

汚
染
物
質
は
西
か
ら
日
本
に
流
れ

て
き
ま
す
。
中
国
は
世
界
一
の
人

口
を
擁
す
る
大
国
、
勤
勉
で
二
〇

三
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て

世
界
一
の
経
済
大
国
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
近
い
将
来
世
界
一
の
経
済
大

国
が
日
本
の
よ
う
に
廃
棄
物
を
焼

却
す
れ
ば
そ
の
焼
却
に
伴
い
失
わ

れ
る
資
源
の
浪
費
は
人
類
の
損
失

と
な
り
、
さ
ら
に
恐
ろ
し
い
化
学

物
質
等
の
大
気
汚
染
物
質
は
日
本

の
わ
が
町
に
も
降
り
か
か
っ

て
き
ま
す
。
大
切
な
資
源
を

焼
却
し
な
い
よ
う
で
き
る
限

り
循
環
利
用
す
る
中
国
政
府

や
四
川
省
の
取
り
組
み
に
共

鳴
し
、
四
川
省
の
美
し
い
山

と
川
を
再
生
す
る
﹁
震
災
地

区
の
ご
み
処
置
と
循
環
利
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
実
施
に

本
町
と
し
て
協
力
で
き
る
と

こ
ろ
は
積
極
的
に
応
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
中
国
か
ら
の
要
請

は
住
民
皆
様
は
じ
め
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の
皆
様

方
の
日
頃
の
お
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
有
り
難
く
、

関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
二
〇
二
〇
年
ゴ
ミ
の

焼
却
・
埋
め
立
て
を
ゼ
ロ
に
近
づ

け
る
﹁
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
﹂

の
実
現
に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
意

見
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

上 
勝 

町 

長

笠

松

和

市

▲ 宣誓する５つの村の代表者

▲ 200人を超すボランティアが参加し、式典を盛り上げました

▲ 通訳をとおし、笠松町長が環境とゴミ処理について講演

▲ 新しい村を視察する大会参加者

▲ 成都の町並みは緑が多く美しい。新築の高層ビル群は郊外
　 に集中。旧市街は落ち着いた印象でした。

新しく始ま
る分別ゴミ
の収集箱を
前に熱心に
協議

参
考
：

二
〇
〇
八
年
世
界
人
口
白
書
よ
る
人
口 

中
　

国
 
十
三
億
三
六
三
〇
万
人
 

四
川
省
 
八
七
〇
〇
万
人
 

成
都
市
 
一
〇
三
〇
万
人
 

日
　

本
 
一
億
二
七
九
〇
万
人
 

　
昨
年
五
月
十
二
日
Ὶ
中
国
四
川
省
ブ
ン
川
を
襲
ℕ
た
大
地
震

は
死
者
行
方
不
明
者
が
八
万
七
千
人
を
超
え
Ὶ
三
年
間
の
復
興

事
業
費
は
十
四
兆
円
に
上
り
ま
す
Ί
こ
の
膨
大
な
震
災
復
興

に
Ὶ
四
月
中
旬
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
‎
地
球
友
の
会
‏
を
通
し
て
Ὶ
中

国
環
境
保
護
部
教
育
セ
ン
タ
ῴ
か
ら
Ὶ‎
美
し
い
山
と
川
を
再
生

す
る
’
震
災
地
区
の
ゴ
ミ
処
置
と
循
環
利
用
プ
ロ
ジ
炻
ク
ト
‏

に
上
勝
町
を
招
聘
し
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
Ί
上
勝
町

の
生
ご
み
処
理
や
ゴ
ミ
の
資
源
化
に
つ
い
て
Ὶ
紹
介
す
る
と
同

時
に
見
聞
を
広
め
る
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
Ί

中
国
四
川
大
地
震
被
災
地
区

中
国
四
川
大
地
震
被
災
地
区
の

に
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加
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て

に
参
加
し
て 

中
国
四
川
大
地
震
被
災
地
区

中
国
四
川
大
地
震
被
災
地
区
の

ご
み
処
置

ご
み
処
置
と

循
環
利
用

循
環
利
用
プ
ロ
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ェ
ク
ト

ご
み
処
置

ご
み
処
置
と

循
環
利
用

循
環
利
用
プ
ロ
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て

に
参
加
し
て 

中
国
四
川
大
地
震
被
災
地
区
の

に
参
加
し
て 

ご
み
処
置
と

循
環
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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１
Ｑ
運
動
会

１
Ｑ
運
動
会

視
察
・
研
修

視
察
・
研
修

１
Ｑ
運
動
会

１
Ｑ
運
動
会

視
察
・
研
修

視
察
・
研
修

１
Ｑ
運
動
会

視
察
・
研
修

ノリダンノリダン韓国音楽グループ「ノリダン」大活躍！
　平成19年度に開催された国民文化祭オープニングセレモニーにおいて、町内の廃材等を使って楽器を製

作し演奏を行った韓国の音楽グループ「ノリダン」が、第３回ピータードラッカー革新賞等を受賞し、活

躍をみせております。この賞は、環境に配慮し、社会に貢献

した団体に送られるもので、本町と環境・文化という接点で

繋がりをみせたことも受賞した要因なっているそうです。

　ノリダンは、昨年度も環境教育用ビデオを作成するため来

町し、楽器づくりや演奏等で地域の方々と交流を深めました。

ノリダンを通じ、韓国でも上勝町のことが紹介され、注目を

集めています。これからも、国際交流を踏まえ、環境の大切

さを学びあっていきたいものです。

　
七
月
四
日
・
五
日
の
二
日
間
、
１
Ｑ
運

動
会
委
員
、
事
務
局
二
十
二
名
の
参
加
に

よ
り
岐
阜
県
馬
瀬
地
区
・
長
野
県
開
田
高

原
地
区
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
・
景
観

整
備
等
に
つ
い
て
の
視
察
・
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
馬
瀬
地
区
で
は
、
馬
瀬
地
方
自
然
公
園

住
民
憲
章
推
進
協
議
会
小
池
永
司
氏
に
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
 

馬
瀬
地
区
の
地
域
づ
く
り
は
、
平
成
十

六
年
に
下
呂
市
の
発
足
に
際
し
、
馬
瀬
地

区
の
地
域
づ
く
り
の
継
承
と
地
域
性
を
活

か
し
独
自
の
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
馬
瀬
地
方
自
然
公

園
を
設
立
し
、
森
と
川
・
農
地
・

人
の
結
び
つ
き
、
地
域
の
文
化

を
重
視
し
、
小
さ
な
仕
掛
け
で

長
く
続
け
る
と
い
う
、
馬
瀬
川

エ
コ
リ
バ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

清
流
文
化
創
造
の
村
づ
く
り
構

想
が
た
て
ら
れ
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
山
村
景
観

ポ
イ
ン
ト
の
指
定
や
保
存
樹
の

指
定
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
看
板
等
の
整
備
も

行
わ
れ
、
本
町
と
同
様
に
﹃
日
本
で
最
も

美
し
い
村
連
合
﹄
に
も
加
盟
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
岐
阜
県
ま
ち
づ
く
り
支
援
チ
ー

ム
の
派
遣
事
業
の
活
用
な
ど
、
地
方
自
然

公
園
づ
く
り
に
よ
る
﹃
日
本
で
最
も
美
し

い
村
﹄
の
推
進
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま

す
。

　
現
地
研
修
で
は
、
農
地
等
の
荒
廃
防
止
・

景
観
保
全
の
状
況
、
馬
瀬
十
景
、
沿
道
修

景
間
伐
、
サ
イ
ン
設
置
の
状
況
、
渓
流
魚

付
き
保
全
林
︵
う
お
つ
き
保
全
林
︶
等
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
開
田
高
原
地
区
で
は
、
開
田
高
原
地
域

協
議
会
　

柴
田
和
義
会
長
、
木
曽
町
役
場

町
民
課
　

山
田
　

勝
係
長
よ
り
﹃
開
田
高

原
に
お
け
る
景
観
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
﹄
等
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
開
田
高
原
の
景
観
、
自
然
環
境
は
す
ば

ら
し
い
も
の
で
す
が
、
昭
和
四
十
五
年
乱

開
発
や
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
開
発

基
本
条
例
を
制
定
し
、
以
後
、
観
光
協
会

等
諸
団
体
や
住
民
と
の
官
民
一
体
と
な
っ

た
独
自
の
景
観
整
備
事
業
を
進
め
て
き
た

結
果
、
美
し
い
景
観
や
素
朴
な
農
村
風
情

が
守
ら
れ
て
お
り
、
﹃
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
﹄
に
も
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
地
場
産
業
は
地
域
資
源
を
活
用
し
、
競

争
か
ら
地
域
内
の
共
生
を
目
標
に
し
て
Ｈ．

Ｉ．
Ｆ︵
開
田
高
原
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
房
︶

が
設
立
さ
れ
開
田
高
原
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

は
こ
の
地
区
の
特
産
品
の
１
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
開
田
高
原
へ
の
Ｉ
タ
ー

ン
者
︵
平
成
十
七
年
十
月
︶
は
百
十
八
世

帯
、
二
百
六
十
八
人
と
な
っ
て
お
り
、
人

口
の
十
三
・
五
％
に
達
し
、
転
入
の
動
機

は
美
し
い
自
然
環
境
と
答
え
た
人
が
四
割

を
超
え
て
い
ま
す
。

　
馬
瀬
・
開
田
地
区
の
視
察
・
研
修
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
景
観
整
備
、
特
産
品
開
発

と
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

り
推
進
の
た
め
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　上勝町生実出身の松畠邦昌さんが経営する長浜食品株式会社

（福岡県中央区）が創立40周年を迎え７月４日福岡市内のホテ

ルで盛大に記念式典が開催されました。

　当日は、福岡の鮮魚や青果関係者のトップが勢ぞろいされ、

たくさんの方がお祝いにかけつけておられました。松畠社長か

らＪＡ東とくしま上勝支所に感謝状を授与していただき現在も

酢や彩などたくさん取り扱って下さっています。「ふるさと上

勝が元気なことが何よりも嬉しい」とおっしゃってくださって

おり今後益々のご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。

　町内３チームにより７月11、18日の２日

間にわたり福川グラウンドにて開催されま

した。結果は次のとおりです。

長浜食品長浜食品4040周年記念式典周年記念式典
開催される開催される

長浜食品40周年記念式典
開催される

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
“社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
の
あ
る
少
年

た
ち
の
改
善
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
五
十
九
回
目
を
迎
え
た
本
年
の
重
点
目
標
は
﹁
本
運
動
は
、

地
域
住
民
の
意
思
に
よ
り
自
発
的
に
生
ま
れ
た
活
動
が
原
点
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
立
ち
返
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
更

に
推
進
し
、
多
く
の
方
々
に
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
作
り
を
進
め
る
た
め
の
礎
と

す
る
。
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
昨
今
の
犯
罪
情
勢
を
踏
ま
え
、
多

く
の
国
民
が
治
安
の
回
復
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
が
﹁
世
界
一

安
全
な
国
、
日
本
﹂
を
復
活
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
自
身
の
、
地
域
に
対
す

る
思
い
と
積
極
的
な
参
加
が
不
可
欠
で
す
。

﹁
防
ご
う
犯
罪
と
非
行
　

助

け
よ
う
立
ち
直
り
﹂
を
統
一

標
語
と
し
、
幅
広
く
国
民
に

呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方
が
、

地
域
や
そ
こ
に
住
む
人
々
へ

の
思
い
を
胸
に
本
運
動
に
参

加
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
、

地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑
止

す
る
力
を
養
い
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

に

ご
協
力
を

第３回 
上勝町
体育協会
主催

各種団体別軟式野球大会各種団体別軟式野球大会の結果

プーサンズ

上勝彩クラブ

チームyokota

4

17

0

3 優勝

プーサンズ

松

畠
社
長お

めでとうござい
ま

す

▲ 試合の様子

▲ 優勝したプーサンズの皆さん

▲ 感謝状を受けとるJA東とくしま上勝支所

▲ 開田支所での研修状況

▲ 景観整備が実施された馬瀬川沿い

▲ 昨年開催した楽器づくりワークショップの様子

▲ 沿道修景間伐がされた山林

▲ 法務大臣からの協力依頼書を受領する笠松町長
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婦
人
が
ん
検
診

１ 鶏むね肉は厚い部分を開き、耐熱皿に乗せる。塩と酒をふりしょうがの薄切り

　を乗せ、ふんわりとラップかぶせて、レンジ（500Ｗ）で4～5分加熱する。

２ きゅうりは千切りに、トマトは薄切りにする。ごまだれの材料を混ぜ合わせる。

３ 鶏肉の粗熱が取れたらスライスし、器にきゅうり、トマトと一緒に盛り付ける。

　ごまだれをかけてできあがり。

１ にんじん（100g）とピーマン（2個）は約4үの細切りにする。

２ にんじんはラップをふんわりとかけ、レンジ（500Ｗ）で1分加熱する。

３ 鍋に油（小さじ1）を熱し、小口切りの赤唐辛子を少々入れる。香りが出てきたら、

　 にんじんを入れ、油が回り透き通るまで炒める。さらにピーマンを入れ炒め、

　 しょうゆとみりん（各小さじ1）を加えて汁気がなくなったら火を止める。

あっさり料理で、

夏を乗り切ろう！

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

鳥

海

進

一

136 達
人

貯筋教室 上勝町診療所の

歯の健康相談

時間   9：30〜11：00

８月   11日㈫

８月   17日㈪

歯科衛生士による歯やお口の相談です。

お問い合わせは保健師まで

健
康
の

達
人
に
な
ろ
う

が
ん
検
診
を

受
け
よ
う
！

８月   24日㈪

コミュニティセンター

◆会費   500円

時間   13：30〜15：30

  

検 

診 

日 

程

  

受 

付 

時 

間

検
診
内
容
と
負
担
金

８月   26日㈬

貯 筋 教 室貯 筋 教 室貯 筋 教 室

コミュニティセンター
◆会費　1月   500円

時間   14：00〜16：00

●２時間みっちり指導を受けて500円は、
ずいぶんお得な会費だと思いますよ。　

◆鶏むね肉…140g

◆きゅうり…1本

◆トマト…1/2個　

◆しょうが薄切り…2～3枚

◆ごまだれ

　［白ねりごま…大さじ1+1/2

　しょうゆ…小さじ2

　砂糖・酢…大さじ1/2

　長ねぎのみじん切り…大さじ1

　しょうがのみじん切り…小さじ1/2

　ラー油…少々

　だし汁…適量］

棒々 鶏 （バンバンジー）主菜

にんじんとピーマンのきんぴら副菜

申  

込

チベット体操体験会チベット体操体験会チベット体操体験会チベット体操体験会チベット体操体験会

若々しさを保つと評判の

材料

上勝町無料電話健康相談

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

　
成
人
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
は
、

﹁
が
ん
﹂
で
す
。

　
が
ん
の
予
防
方
法
は
、
ま
だ
確

立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
早

期
発
見
早
期
治
療
で
治
る
が
ん
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
上
勝
町
に
い
て
、
検
診
車
で
で

き
る
が
ん
検
診
を
、
ぜ
ひ
お
受
け

く
だ
さ
い
。

　
八
月
二
十
五
日(

火)
    

高
鉾
公
民
館

　
八
月
二
十
八
日(

金)
    

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
八
時
〜
十
時
三
十
分

◆
胃
部
Ｘ
線
検
診
︵
九
〇
〇
円
︶

   

〜
バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
、
八
枚
の

　   

写
真
を
撮
る

◆
肺
が
ん
︵
結
核
︶
検
診

　
胸
部
Ｘ
線
検
査
︵
二
〇
〇
円
︶

   

〜
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
撮
影

　
た
ん
の
検
査
　

︵
五
〇
〇
円
︶

　
〜
た
ば
こ
を
よ
く
吸
う
人
等
に  

　
　

実
施

◆
大
腸
が
ん
検
診
︵
五
〇
〇
円
︶

　
〜
二
つ
の
容
器
に
便
を
取
り
、

　
　

わ
ず
か
な
血
が
混
じ
っ
て
い

　
　

な
い
か
調
べ
る
。

　
先
月
送
付
し
た
が
ん
検
診
の
お

勧
め
の
往
復
葉
書
に
あ
る
返
信
用

﹁
が
ん
検
診
申
込
書
﹂を
記
入
し
て
、

受
診
予
定
日
の
、
十
日
前
ま
で
に

届
く
よ
う
に
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
む
し
の
特
徴

①
　

散
歩
を
し
て
い
る
と
、
す
ぐ
に

で
も
汗
を
か
く
季
節
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
ね
。
し
か
し
山
道
の

散
歩
に
は
十
分
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。
な
ぜ
っ
て
？
そ
れ
は
ま
む

し
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
今
回
の
特

集
は
﹁
ま
む
し
﹂
に
つ
い
て
で
す
。

・
体
長
四
十
五
〜
六
十
㎝
で
、
他

　
の
蛇
に
比
べ
て
太
く
、
短
い
の

　
が
特
徴

・
黒
褐
色
の
銭
形
模
様
が
交
互
に

　
並
ぶ
。
頭
が
三
角
形
に
近
い

・
特
に
低
山
の
谷
間
や
林
の
へ
り

　
に
多
い

＊
ま
む
し
に
よ
る
被
害
者
は
日
本

　
で
は
年
間
約
三
、〇
〇
〇
名

＊
死
亡
率
は
約 

〇
・
一
％

︵
一
、〇
〇
〇
人
に
一
人
︶

＊
被
害
は
農
山
村
の
野
外
で
、
七

　
月
〜
九
月
に
多
い
傾
向

・
局
所
症
状
：
噛
ま
れ
た
直
後
か

ら
数
分
後
に
激
し
い
痛
み
が
現

れ
、
徐
々
に
腫
れ
て
く
る
。
腫

れ
は
体
の
中
心
部
に
向
か
っ
て

広
が
っ
て
い
く
。
噛
ま
れ
た
部

分
は
暗
紫
色
に
変
わ
っ
て
く
る
。

・
全
身
症
状
：
吐
き
気
、
嘔
吐
、

頭
痛
、
発
熱
、
下
痢
、
視
力
の

低
下
、
し
び
れ
、
運
動
障
害
、

血
圧
低
下
、
意
識
障
害
、
腎
不

全
、
血
尿
な
ど
。

・
傷
口
を
流
水
で
よ
く
洗
い
な
が

ら
毒
を
絞
り
出
す
︵
血
と
一
緒

に
絞
り
出
す
の
で
構
わ
な
い
︶
。

た
だ
し
傷
口
を
ナ
イ
フ
で
切
開

し
た
り
し
な
い
︵
治
療
法
と
し

て
は
有
効
で
あ
る
が
、
医
療
機

関
に
着
い
て
か
ら
行
っ
て
も
遅

く
な
い
し
、
そ
の
ほ
う
が
安
全
︶ 

・
毒
の
広
が
り
を
防
ぐ
意
味
で
、

噛
ま
れ
た
箇
所
よ
り
十
〜
二
十

㎝
心
臓
よ
り
の
部
分
︵
例
：
手

指
を
噛
ま
れ
た
ら
前
腕
部
を
圧

迫
︶
で
静
脈
が
軽
く
浮
き
出
る

程
度
に
帯
な
ど
を
巻
く
。

・
そ
う
し
た
ら
、
あ
わ
て
ず
安
静

に
し
て
医
療
機
関
へ
行
く
︵
ま

む
し
の
毒
は
ま
わ
り
が
遅
い
の

で
、
噛
ま
れ
た
直
後
に
死
ん
だ

り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

医
療
機
関
ま
で
自
力
で
歩
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
も
走

っ
た
り
せ
ず
、
歩
い
て
移
動
。 

医
療
機
関
ま
で
だ
い
ぶ
時
間
が

か
か
る
よ
う
な
場
合
は
、
電
話

が
あ
れ
ば
友
人
や
一
一
九
番
で

救
急
車
を
呼
ん
で
搬
送
し
て
も

ら
う
︶。

・
医
療
機
関
受
診
時
に
、
ま
む
し

毒
に
よ
る
局
所
症
状
が
出
現
し

て
い
れ
ば
、
基
本
的
に
は
入
院

加
療
の
適
応
︵
持
続
点
滴
、
ス

テ
ロ
イ
ド
、
抗
生
剤
、
必
要
あ

れ
ば
血
清
投
与
な
ど
︶
と
な
る

︵
症
状
も
軽
い
し
毒
も
入
っ
て

な
さ
そ
う
だ
か
ら
大
丈
夫
と
自

己
判
断
し
な
い
こ
と
！
重
症
化

し
て
き
た
と
き
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
!!
︶。

・
ま
む
し
が
生
息
し
て
い
る

よ
う
な
場
所
の
近
く
で
は
、

裸
足
や
サ
ン
ダ
ル
で
は
歩

か
な
い
。
皮
膚
を
露
出
す

る
よ
う
な
服
装
は
避
け
る

︵
革
靴
や
ゴ
ム
製
の
靴
、

長
靴
な
ど
に
ジ
ー
ン
ズ
な

ど
の
丈
夫
な
生
地
の
長
ズ

ボ
ン
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば

被
害
も
お
さ
え
ら
れ
や
す

い
︶。 

・
ま
む
し
を
は
じ
め
と
す
る

毒
蛇
は
、
石
や
朽
ち
木
の

下
、
穴
の
中
に
潜
ん
で
い

る
こ
と
が
多
い
︵
昆
虫
採

集
な
ど
の
際
、
こ
の
よ
う

な
場
所
に
手
足
を
い
き
な

り
入
れ
る
の
は
大
変
危
険
︶。 

・
山
道
を
歩
い
て
い
る
場
合
、

薮
の
中
に
入
っ
て
い
く
よ

う
な
こ
と
は
な
る
べ
く
し

な
い
。
ま
た
蛇
を
見
つ
け

て
も
あ
わ
て
ず
、
足
で
踏

ん
だ
り
つ
か
ん
だ
り
し
な

い
で
、
ゆ
っ
く
り
逃
げ
る

よ
う
に
す
る
。

　
　

噛
ま
れ
た
と
き
の
症
状

②

　
　

噛
ま
れ
な
い

　
　

た
め
に

④

　
　

噛
ま
れ
た
と
き
の

　
　

応
急
処
置

③

　
が
ん
検
診
に
合
わ
せ
て
Ὶ

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相

談
を
実
施
し
ま
す
Ί
ご
利
用

く
だ
さ
い
Ί
 
教
材
の
歯
ブ

ラ
シ
Ὶ
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
！
 

　
と
　

き
　

　
九
月
九
日︵
水
︶

　
十
時
〜
十
六
時

　︵
申
込
者
に
個
別
連
絡
︶

　
と
こ
ろ
　

　
高
鉾
公
民
館

　
内
容
︵
負
担
金
︶

◆
乳
が
ん
︵
二
、五
〇
〇
円
︶

　
視
触
診
と
Ｘ
線

◆
子
宮
が
ん
︵
六
〇
〇
円
︶

◆
骨
密
度
︵
二
、五
三
〇
円
︶

　
申
　

込
　

　
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
役
場
住
民
課
へ

　︵
地
区
回
覧
文
書
も
実
施
︶

検
診
時
の

歯
科
相
談
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人権擁護委員

仁 田 宗 男 さん

■
開
催
日
　

　
八
月
二
十
七
日︵
木
︶

　
〜
二
十
八
日︵
金
︶

■
場
　

所
　

　
上
勝
中
学
校
体
育
館

■
申
込
み

八
月
十
八
日︵
火
︶ま
で
に
名
簿

を
教
育
委
員
会
ま
で
提
出
す
る

こ
と
。
︵
厳
守
︶

■
要
　

項

町
内
在
住
者
も
し
く
は
町
内
の

事
業
所
に
勤
務
す
る
も
の
を
対

象
と
す
る
。

　
な
お
、
詳
し
い
要
項
に
つ
い
て

は
、
各
名
総
代
へ
発
送
い
た
し
ま

す
の
で
、
各
地
区
で
ご
相
談
の
上

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
試
合
日
程

に
つ
い
て
は
、
参
加
申
込
み
締
切

後
に
各
チ
ー
ム
代
表
者
へ
文
章
に

て
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

お
盆
と
い
え
ば
？

　
も
ち
ろ
ん
旭
お
盆
の
集
い
！
と

い
う
わ
け
で
今
年
も
ウ
キ
ウ
キ
お

祭
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

お
な
じ
み
の
夜
店
・
ゲ
ー
ム
は
も

ち
ろ
ん
、
阿
波
踊
り
も
あ
る
よ
！

み
ん
な
で
夏
の
夜
を
思
い
切
り
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　

　
八
月
十
五
日︵
土
︶

　
十
八
時
開
場
︵
小
雨
決
行
︶

・
ゲ
ー
ム
　
　

十
九
時
三
十
分
〜

・
阿
波
踊
り
　

二
十
時
三
十
分
〜

■
場
所
　

　
旭
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　
駐
車
場
あ
り
ま
す
。
ご
近
所
ご

家
族
お
誘
い
合
わ
せ
お
越
し
下
さ

い
。
座
・
あ
さ
ひ
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（財）四国電気保安協会　
小松島事業所

〒773-0022　
小松島市大林町蛭子免7-1

Ԡ 0885-37-2834　

Ԋ 0885-37-2836  

http://www.sdn.or. jp/

8月は「電気使用安全月間」です

電気は正しく安全に使いましょう。

地区対抗バレーボールの開催について
上勝町体育協会主催

旭お盆の集い今年もやりま
す！

人権擁護委員が

委嘱されました

上勝町では平成22年4月1日より採用予定の職員

採用試験を行います。

■採用予定数

　・一般事務　2名　　・保健師　1名

■受験資格

・一般事務（昭和48年4月2日から昭和63年4月1

　日までに生まれた者）

・保健師（昭和48年4月2日以降に生まれた者で、

　保健師の免許を有する者又は平成22年6月30日

　までに当該免許を取得する見込みのある者）

■申込用紙

申込用紙は、上勝町役場総務課に請求してくだ

さい。

郵送で請求する場合は、封筒の表に「職員試験

請求（試験区分○○○）」と朱書きし、宛先明

記の120円切手をはった返信用封筒を必ず同封

してください。

■申込受付期間

平成21年7月27日（月）から平成21年8月10日（月）

まで

■試験日

　平成21年9月20日（日）

■問い合わせ先

詳しくは、上勝町役場総務課まで連絡ください。

また、上勝町ホームページに掲載されています

ので、ご覧ください。

〒771-4501

徳島県勝浦郡上勝町大字福原字下横峯３-１

☎0885-46-0111

ホームページ http://www.kamikatsu.jp

　
上
勝
町
消
防
団
で
は
﹁
い
つ
き
て
も
お

か
し
く
な
い
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
地

震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
次
に
よ
り
行

う
予
定
で
す
。

　
当
日
は
、
町
内
放
送
で
訓
練
の
放
送
を

行
い
ま
す
の
で
、
地
震
や
火
災
と
お
間
違

え
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
二
十
一
年
九
月
六
日︵
日
︶

　
　
　
　
午
前
中
の
予
定

■
場
所
　
町
内
一
円

■
町
内
放
送
　

朝
〜
正
午
頃
ま
で
随
時

■
内
容
　

九
月
六
日
の
朝
に
南
海
地
震
が
起
き
た

と
仮
定
し
、
消
防
団
員
が
近
隣
の
安
否

確
認
等
を
行
い
役
場
に
報
告
。
各
地
域

の
安
否
確
認
が
終
了
し
た
段
階
で
火
災

を
想
定
し
た
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
注
意
　

安
否
確
認
の
訓
練
は
住
民
の
皆
さ
ん
が

必
ず
自
宅
に
居
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
災
害
や
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、

消
防
団
員
も
被
災
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
し
て
、
家

族
の
安
全
を
確
認
し
た
後
に
近
所
で
助
け

合
っ
て
安
否
確
認
を
行
う
様
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
回
は
消
防
団
員
の
訓
練

で
安
否
確
認
や
放
水
訓
練
を
行
う
予
定
で

す
が
、
今
後
は
自
主
防
災
組
織
︵
自
主
防

災
組
織
が
無
い
地
区
は
地
域
︶
の
方
に
も

協
力
頂
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

住
民
の
皆
さ
ん
も
、
日
頃
か
ら
非
常
食

の
持
ち
出
し
品
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

　平成21年7月1日付

けで、法務大臣から次

の方が委嘱されました。

平成平成2121年度年度

上勝町職員採用試験上勝町職員採用試験のお知らせお知らせ

平成平成2121年度年度

上勝町職員採用試験上勝町職員採用試験のお知らせお知らせ

平成21年度 上勝町総合防災訓練について

上勝町成人式の
開催について

平成22年

平成21年度

上勝町職員採用試験のお知らせ

■日時　平成22年1月2日（土）

■受付　９時から

■開式　９時30分から

■場所　高鉾公民館

　平成元年４月２日から平成２

年４月１日までに生まれた方で、

上勝中の卒業生及び現在上勝町

に在住の方。

※対象者には別途案内を通知い

たします。

　この機会に、懐かしい友人や

恩師との再会を楽しみましょう。

　新成人の祝賀会及び成人式へ

のご意見・ご要望などの相談が

ございましたら、お気軽に教育

委員会までご連絡下さい。

案 内 板
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　農林水産省

平成21年度「上勝町・田舎で働き隊!」事業
〜受け入れ農家・募集のお知らせ〜
事務局：株式会社 学情　　後援：上勝町役場

　NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミーからのお知らせ

　平成21年９月～平成22年２月までの６ヶ月間、上勝町にて若者の就農

支援を目的とした「田舎で働き隊！」事業を実施します。

全国の公募から選ばれた若者２名が、上勝町に住み込みで農業研修を行

います。

※研修人材２名の決定は８月下旬頃を予定。現時点では男女比率は未定。

農業や生活に興味のある若者を受け入れてくださる農家さんを大募集し

ます！

　受け入れの条件　

・働き隊員２名が月に１回～２回ほど、ご自宅もしくは農業の現場に伺い、農業の研修（基礎知

　識の習得＋農業現場のお手伝い）をさせていただきます。

　※受け入れ費用はかかりません。研修内容によっては、こちらから研修謝礼をお支払いするこ

　　ともあります。（アルバイトではありません。農業研修の指導をお願いします。）

・受け入れ農家さん応募多数の場合、抽選になることがあ

　りますが、基本的には、応募くださった農家さんすべて

　に、一度はうかがいたいと考えています。

　※受け入れ決定農家さんには、研修日程詳細を改めてご

　　相談・連絡させていただきます。

■連絡先　田舎で働き隊！コーディネーター・内浦有美

　　　　　（月ヶ谷温泉 在住） 080-3689-8813

　この事業は、金太郎マークをシンボルとし、宝くじ

の普及広報を目的に、コミュニティ組織を支援するも

ので、地域組織が活動を継続・推進する上で必要な備

品、集会所の新築・修繕、緑化、青少年健全育成等に

対することに助成を行うものです。実施内容により助

成額などが異なりますので、要望がある方は、役場産

業課までお願いします。

※採択された場合実施

　は来年度となります。

■申込締切日

　平成21年８月31日（月）

　放送大学では平成21年第２学期（10月

入学）の学生を募集中です。

　放送大学はテレビ等の放送を利用して

授業を行う通信制の大学です。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自

然学科など、幅広い分野を学べます。

　働きながら学んで大学を卒業したい、

学びを楽しみたいなど、様々な目的で幅

広い世代、職業の方が学んでいます。

■出願期間　８月31日まで。

資料を無料で差し上げています。お気軽

に放送大学徳島学習センター（☎088-

602-0151）までご請求ください。放送

大学ホームページでも受け付けております。

平成22年度コミュニティ
助成事業の要望について

財団法人 自治総合センター 放送大学10月生募集
のお知らせ

　6月から『ふるさと雇用・リユース推進事業』を行っています。ステ

ーションで毎週日曜日に粗大ごみを受入し、電気製品、家具など、ま

だ使用できる物については修理し必要な方にお渡しています。例えば、

扇風機が回らなくなった。石油ストーブの火が付かない。箪笥の引出

の動きが悪くなった、蛍光灯の電球が切れたので交換してほしい。家

周り、水回りの困ったこと。自分では修理できない、原因がわからな

いという時にご連絡くだされば、お宅まで出張修理にもお伺いします。

出張修理料金　1回　500円（直らない時は無料）

但し部品については実費となります。

■お問い合わせ　NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミー

　　　　　　　　☎ 0885-44-6080　IP 050-3438-9545

■対　　象　離転職者等で、公共職業安定所から受講あっせんを受けた人

■提出書類　入校願書（縦4ү×横3үの写真が必要です。入校願書の用紙は各県立テクノスクール

　　　　　　及び公共職業安定所にあります。）

　　　　　　郵便番号・住所・氏名を記入した返信用封筒（長形3号　定形120ҭ×235ҭ）

　　　　　　合否通知を簡易書留でお送りしますので、410円分の切手を貼ってください。

■選考方法　面接等を行い、公共職業安定所と協議の上、合否の判定を行います。

■詳しくは　県労働雇用政策課まで　徳島市万代町1丁目1　Ԡ088-621-2345

お伺いするのは、

大久保光良さん（傍示）です。

＊専門家ではございませんの
で対応できない場合もあり
ます。予めご了承下さい。

〜ステーショステーションでのでの修理修理およびおよび出張修理出張修理行いま行います〜〜ステーショステーションでのでの修理修理およびおよび出張修理出張修理行いま行います〜〜ステーションでの修理および出張修理行います〜

阿南校 ＯＡ処理科 15 ６ヶ月 平成21年８月３日（月） 平成21年９月18（金）

校名 募集訓練科 定員 訓練期間 申込期間 選考日時

西部校 設備施工科 15 ６ヶ月 　　　　 ～９月４日（金） 　 　　　　　　10時～

■訓練科及び申込み、選考の日程

県立阿南県立阿南テクノスクーテクノスクール・西部西部テクノスクールテクノスクールでは、では、

1010月入校月入校の訓練生訓練生を募集募集します。します。

県立阿南テクノスクール・西部テクノスクールでは、

10月入校の訓練生を募集します。

■休業期間　８月11日（火）午後～８月17日（月）まで　
　　　　　　８月18日（火）から営業します。

毎日衛生有限会社   勝浦町大字三渓字上川原34-4　Ԡ42-2139

お盆休業のお知らせ （し尿収集）
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　６月に入り、徳島県内各地で振り込め詐欺の被害が続発しています。

６月以降に急増している手口は、次の２種類です。

不審な電話があれば、一人で悩まず、家族や警察に相談してください。

振り込め詐欺に関する相談は、

県民の声110番（警察本部） Ԡ(088）653-9110　または、小松島警察署 Ԡ(0885）32-0110

お盆など、家族、親族などの集まる機会を利用して、振り込め詐欺の話をして下さい。

　息子のふりをして、自宅に電話をかけてきて、

「携帯電話番号を変えた」「風邪をひいて声がか

わっている」などと言って電話を切る。

　その後、再び電話がかかり、「交通事故をし

て示談金がいる」「不倫して慰謝料がいる」「会

社の金を使い込んだ」などと金銭を要求し、銀

行やコンビニのＡＴＭに向かわせてお金を振り

込ませるもの。

　公的機関（社会保険事務所、市役所職員な

ど）を名乗り、自宅に電話をかけてきて、『社

会保険料の還付金がある』『医療費の還付金

がある』などと言って信用させ、携帯電話を

持って銀行などの現金自動預払機（ＡＴＭ）に

行くよう指示し、携帯電話で指示をして、お

金を振り込ませるもの。

振り込め詐欺振り込め詐欺の被害被害が急増急増！振り込め詐欺振り込め詐欺の被害被害が急増急増！振り込め詐欺の被害が急増！

すぐに振り込まず、家族、警察に相談を！

１Ｑ８４　　　　　　　  村 上 春 樹

天地人（上・中・下）  　火 坂 雅 志

告白　　　　　　　　  　湊　かなえ

奇跡のリンゴ　　　　 　 石 川 拓 治

プリンセス・トヨトミ  　万城目　学

悩む力　　　　　　　 　 姜 　 尚 中

悼む人　　　　　　　 　 天 童 荒 太

三匹のおっさん　　　　  有 川 　 浩

砂瞑宮　　　　　　　 　 内 田 康 夫

テンペスト（上・下）　  池 上 永 一

ターシャの輝ける庭
　　　　　　リチャード・ブラウン

つみきのいえ　　　　  　加藤久仁生

崖の上のポニョ　　　  　宮 崎 　 駿

おこだでませんように    くすのき しげのり

だるまさんが　　    かがくい ひろし

　新しく購入した本の一部を紹介し

ます。役場支所の教養娯楽室に貸出

用図書がございますので、みなさま

お気軽にお立ち寄り下さい。

の紹介紹介の紹介

■目的　松茂町の月見ヶ丘海浜公園に子育て中の親子が集

い、自然との触れあい、仲間との交流を通して、

親子の絆を深め、子育ての悩みを軽減し、子育て

の楽しさを再発見する。

■対象　子育て中の親子（小学６年生以下）40組
　　　　（参加者が多い場合は、母子家庭優先とさせて頂きます。）

■日時　平成21年10月12日（月）祝日　10時～15時

■場所　徳島県月見ヶ丘海浜公園（板野郡松茂町豊岡字山ノ手)

■集合場所　月見ヶ丘海浜公園　10時

■送迎バス　西部―貞光　道の駅から

　　　　　　南部―那賀川　道の駅から

■参　加　費　１名に付き　500円

■申込締切　9月15日（火）

■お問い合わせ・お申込先（電話・FAX・メール・手紙OKです）

（財）徳島県母子寡婦福祉連合会

〒770-0943　徳島市中昭和町1丁目2 県立総合福祉センター2F

TEL：088-654-7418 FAX：088-654-7414

Mail：tk-boshi@proof.ocn.ne.jp　担当：池田・玉野

砂の造形＆バーベキュー大会砂の造形＆バーベキュー大会

子育て支援事業
新着図書

『オレオレ詐欺』 『還付金等詐欺』

　　
七
月
二
十
一
日
、
衆
議
院
が
解

散
さ
れ
、
八
月
十
八
日
公
示
、
八

月
三
十
日
に
投
開
票
を
行
い
ま
す
。

・
こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
人

・
平
成
元
年
八
月
三
十
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

・
平
成
二
十
一
年
五
月
十
七
日
以

前
か
ら
引
き
続
い
て
上
勝
町
内
に

住
所
を
有
し
て
お
り
、
公
職
選
挙

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
欠
格
事
項

に
該
当
し
な
い
人

　
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

出
産
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、

期
日
前
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
期
間

　
八
月
十
九
日︵
水
︶か
ら

　
八
月
二
十
九
日︵
土
︶ま
で

◆
場
所
及
び
時
間

　
上
勝
町
役
場
本
庁

　
八
時
三
十
分
〜
二
十
時
ま
で

　
な
お
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
期
日
前
投
票
は
八
月
二

十
三
日︵
日
︶か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
不
在
者
投
票

■
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
病

院
・
施
設
等
に
入
院
︵
入
所
︶
し

て
い
る
方
は
、
院
長
等
に
申
し
出

る
と
そ
の
病
院
等
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

は
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
不

在
者
投
票
が
で
き
る
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
一
定
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
方
。

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

介
護
五
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
。

　
な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、
そ
の

証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
投
票
日
前
四
日
︵
八
月
二

十
六
日︵
水
︶︶
ま
で
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
代
理
記
載
制
度
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
申
請
に
は
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
入  

場  

券

　
入
場
券
は
、
八
月
二
十
四
日
前

後
に
送
付
し
ま
す
。︵
間
違
い
は
な

い
か
早
め
に
確
認
し
て
下
さ
い
。︶

入
場
券
を
な
く
し
た
方
も
投
票
日

当
日
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
れ
ば

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
受

付
で
そ
の
こ
と
を
申
し
出
て
下
さ

い
。
　
転
出
者
に
は
、
入
場
券
を
送
付

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

転
入
地
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
転
出
地
︵
旧

住
所
地
︶
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　
投 

票 

場 

所

■
正
木
投
票
区

　
　
高
鉾
公
民
館

■
傍
示
投
票
区

　
　
傍
示
定
住
セ
ン
タ
ー

■
福
原
投
票
区

　
　
福
原
多
目
的
集
会
所

　
　︵
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
︶

■
生
実
投
票
区

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

■
旭
投
票
区

　
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　
開
　

票

◆
日
時
　
八
月
三
十
日︵
日
︶

　
　
　
　
即
日
開
票

　
　
　
　
二
十
一
時
十
五
分

◆
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
勝
町
選
挙
管
理
委
員
会

最高裁判所裁判官国民審査

投 

票 

日
　
八
月
三
十
日
︵
日
︶

投
票
時
間
　
七
時
〜
二
十
時

第45回

第21回

衆議院議員総選挙
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【徳島市・名東郡】沖浜東２、ふれあい健康館１
階の市夜間休日急病診療所〈088-622-3576〉　昼・
北田宮１、市歯科医師会休日救急等診療所〈088-
632-8511〉
【鳴門市】８時〜翌日９時・大麻町桧、津保整形
外科〈088-683-5560〉

【徳島市・名東郡】沖浜東２、ふれ
あい健康館１階の市夜間休日急病診
療所〈088-622-3576〉
【小松島市】金磯町、金磯病院〈0885-
33-1211〉
【勝浦郡】勝浦町棚野、国民健康保
険勝浦町病院〈0885-42-2555〉当日変更する場合があります。確認の上受診して

ください。

休日診療 夜間診療

子
育
て
応
援
特
別
手
当

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

は
お
済
み
で
す
か
？

子
育
て
応
援
特
別
手
当

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
現
在
で
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

　
方

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
方

※
不
法
滞
在
者
及
び
短
期
滞
在
者
は
対

　
象
外
に
な
り
ま
す
。

 

世
帯
主
が
、
世
帯
全
員
の
分
を 

 

申
請
・
受
給
し
ま
す
。

● 

外
国
人
の
場
合
は
、
各
個
人
が
申
請
・

　
受
給
し
ま
す
。

※
世
帯
主
以
外
の
世
帯
構
成
者
に
よ
る 

申
請
な
ど
、
代
理
申
請
が
可
能
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
二
月
一
日
以
降
に
申
請
・
受
給
者
が

死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て

世
帯
︵
外
国
人
の
場
合
は
住
所
と

生
計
を
同
一
に
す
単
位
︶
の
中
か

ら
新
た
に
世
帯
主
に
な
っ
た
方
が

申
請
・
受
給
者
と
な
り
ま
す
。

　
世
帯
主
︵
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
個
人
︶
の
方
で
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
平
成
二

十
一
年
二
月
一
日
に
住
民
登
録
等
を
行

っ
て
い
る
市
区
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
給
付
額

　
一
人
に
つ
き
一
万
二
、〇
〇
〇
円

　
二
月
一
日
時
点
で
六
十
五
歳
以
上
、

　
十
八
歳
以
下
の
方
は
二
万
円

・
市
区
町
村
に
よ
っ
て
給
付
開
始
時
期

　
が
異
な
り
ま
す
。

・
申
請
期
限
は
、
市
区
町
村
が
定
め
た

　
受
付
開
始
日
か
ら
六
ヶ
月
で
す
。

※
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ

　
て
い
る
市
区
町
村
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
の
流
れ

①
市
区
町
村
か
ら
申
請
書
が
届
き
ま
す
。

②
申
請
書
に
記
入
し
ま
す
。

③
市
区
町
村
へ
申
請
書
を
返
送
・
提
出
。

④
世
帯
主
が
家
族
分
を
受
給
し
ま
す
。

申
請
期
限
は

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
限
間
ま
で
に
申
請
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
辞
退
と
み
な
し
ま
す
。

分
か
ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
、
役
場
住
民

課
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
四
六
︱
〇
一
一
一

IP
〇
五
〇
︱
三
四
三
八
︱
八
〇
七
一

 

子
育
て
応
援
特
別
手
当
と
は

︻
目
的
︼

﹁
生
活
対
策
﹂
の
一
環
で
す
。

　
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
負
担
に

配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
年
度

限
り
の
措
置
と
し
て
、
幼
児
教
育
期
の

第
二
子
以
降
の
子
ど
も
一
人
あ
た
り
三

万
六
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

︻
対
象
と
な
る
子
ど
も
︼

　
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
現
在
で
上

勝
町
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
住
民
で
あ
っ
て
、
平
成
二
年
四
月
二

日
か
ら
平
成
十
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
子
ど
も
が
二
人
以
上
お
り
、
か
つ
、

平
成
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
七

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
で
、
第

二
子
以
降
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

︻
申
請
の
手
続
き
︼

　
該
当
世
帯
の
世
帯
主
に
、
申
請
書
を

送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
申
請
書
の
記
入
方
法
等
は
、
申
請
書

と
と
も
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

 

ご
確
認
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
留
意
事
項
も
同
封
し
て
お
り

ま
す
。

申
請
期
限
は

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
限
間
ま
で
に
申
請
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
辞
退
と
み
な
し
ま
す
。

︻
申
請
時
に
添
付
す
る
書
類
に
つ
い
て
︼

一
、
申
請
者
︵
代
理
人
︶
が
本
人
で
あ

　
る
と
確
認
で
き
る
書
類
と
し
て
運
転

　
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険

　
証
等
の
写
し

二
、
振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
、
口
座

　
番
号
、
口
座
名
義
人
︵
カ
ナ
︶
の
確

　
認
の
た
め
の
通
帳
等
の
写
し

︵
注
︶
通
帳
等
の
写
し
の
添
付
が
不
要

　
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
送
付
し
ま
し
た
留
意
事

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　
役
場
住
民
課
及
び
支
所

　
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課

　
☎
四
六
︱
〇
一
一
一

　
IP
電
話

　
〇
五
〇
︱
三
四
三
八
︱
八
〇
七
一

定
額
給
付
金
申
請
期
限

定
額
給
付
金
申
請
期
限
が

迫
っ
て
い

迫
っ
て
い
ま
す

申
請
の
受
付
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。申
請
は
お
早
め
に
。

申
請
の
受
付
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。申
請
は
お
早
め
に
。

定
額
給
付
金
申
請
期
限

定
額
給
付
金
申
請
期
限
が

迫
っ
て
い

迫
っ
て
い
ま
す

申
請
の
受
付
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。申
請
は
お
早
め
に
。

申
請
の
受
付
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。申
請
は
お
早
め
に
。

定
額
給
付
金
申
請
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

申
請
の
受
付
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。申
請
は
お
早
め
に
。

上勝町診療所上勝町診療所の時間内受診時間内受診に
ご協力くださいご協力ください

上勝町診療所上勝町診療所の時間内受診時間内受診に
ご協力くださいご協力ください

上勝町診療所上勝町診療所の時間内受診時間内受診に
ご協力くださいご協力ください

午前の診療　８時30分～12時
午後の診療　14時～17時

診療時間
時間外は、勝浦郡夜間救急当番日
及び救急患者輸送車での受診に限り、
診療しております。

できる限り、診療時間内に受診しましょう

　日中の診療時間内には、充分なスタッフで、必要な処置や検査が的確に受けられますので、

できる限り診療時間内に受診ください。また、

ϱ 日頃から、自分のからだの状況を知っておきましょう。

ϲ 状態に応じて、どう対処すればいいのか医師にアドバイスを受けておきましょう。

ϳ 乳幼児の場合は、症状が軽くても、診療時間内に受診しておきましょう。

ϴ 薬を服用されている方は、薬が不足しないよう、確認しておきましょう。

 　なお、かかりつけ医を決めておくと、急に体調が悪くなったときに安心です。

徳
島
赤
十
字
病
院
で
は

●夜間・休日に診察した軽症患者から時間外選定療養費として3,150円が徴収されています。

時間外選定療養費は、平日午後５時10分から翌日午前８時30分までの夜間帯と休日に

救急外来を訪れた軽症患者が対象で、救急患者輸送車で搬送された場合も同様です。

●保険診療分とは別に、来院ごとに徴収されます。ただし、入院を必要とする重症者や

医療機関の紹介状を持参した患者には適用されません。

●徳島赤十字病院は、救急救命センターです。重症患者が適切な応急処置を受けられる

ようご協力ください。

徳
島
県
は

夜間の『徳島こども救急電話相談（♯8000）』を開設しています。毎日午後６時から午後

11時まで、看護師や医師が子供の急病、ケガへの電話相談に応じてくれます。NTT電話

（プッシュ回線）と携帯電話からは♯8000、IP電話からは088-621-2365をダイヤルし

てください。

診療時間外に受診するとき

 夜間や休日には、まず地域の夜間休日救急診療所や輪番制救急病院を利用しましょう。徳島新

聞に夜間診療と休日診療の病院が掲載されていますので、病院へ確認のうえ受診してください。

上勝町診療所の時間内受診に
ご協力ください

情報とくしま

徳島新聞掲載例
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障害者生活支援相談障害者生活支援相談

　上記にて障害者の方の支援、相談を受付て
います。障害者手帳の取得、補装具、住宅改
修、居宅サービス等どんなことでもお手伝い
いたしますので、お電話お待ちしています。

シーズ相談支援事業部

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

廃タイヤ・廃バッテリーの収集廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

毎週日曜日 7時30分〜14時
日比ヶ谷ゴミステーション
　廃タイヤ・廃バッテリー
　  　…１㎏まで毎に100円
　家電製品…有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税今 月 の 納 税今 月 の 納 税

納期限 平成21年８月31日

国民健康保険税 ２期分

固 定 資 産 税 ２期分

後期高齢者医療保険料 １期分

介 護 保 険 料 ２期分

督促状の出るもの

介 護 保 険 料 １期分

国民健康保険税 １期分

　納期限は７月31日でしたが、まだ未納の

方が見受けられます。未納者には、８月20

日に督促状を送付します。

　早急に納めてください。

農 業 簿 記農 業 簿 記農 業 簿 記

８月17日㈪  19時〜21時

コミュニティセンター

親と子の心の相談室

　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相

談についてもお気軽にご相談ください。

※下記の登記無料相談を受けられ
たい方は、事前に町内で開催さ
れる心配ごと相談所へご相談い
ただくか、直接下記へご相談い
ただくことも可能です。

８月27日㈭  13時〜16時30分

高  鉾  公  民  館

心 配 ご と 相心 配 ご と 相 談心 配 ご と 相 談

８月22日㈯  9時〜正午
※毎月第4土曜日9時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度の

健康診査健康診査についてについて

後期高齢者医療制度の

健康診査について
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︵
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徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
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合
事
務
局
　

事
業
課

　
〒
七
七
一
︱
〇
一
三
五
 
 

　
徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
七
八
番

　
地
一

　
☎
〇
八
八
︱
六
七
七
︱
三
六
六
六

身体障害者

高齢者等

けが人

妊産婦

　歩行困難な方からの申請により、利用証を交付し
ます。
　身体障害者等用駐車場を利用する際、ルームミラ
ーに利用証を掲示していただきます。

⑴利用証交付対象者

  ϱ 歩行困難者
　　 ア　身体障害者（身体障害区分ごとの等級に
　　　　 よる；下表のとおり）

　　 イ　知的障害者（重度A）
　　 ウ　精神障害者（1級）
　　 エ　高齢者（要介護度1以上）
　　 オ　難病患者（特定疾患医療受給者）

　ϲ 一時的歩行困難者
　　 カ　妊産婦（産前7ヶ月～産後１年間）
　　 キ　けが人（車いす・杖使用期間）

⑵利用証有効期間
　ア～オ　利用証グリーン（５年間）
　カ、キ　利用証オレンジ（１年７ヶ月未満）

　公共施設、ショッピングセンター、病院、銀行な

どの身体障害者等用駐車場（車いすマークがある駐

車場）の利用対象者（障害者等）に、県内共通の身

体障害者等用駐車場利

用証（パーキングパー

ミット）を交付するこ

とにより、当該駐車場

を本来必要とする障害

者、妊産婦等の方々が

施設を利用しやすいよ

うな環境づくりを推進

するものです。

      パーキングパーミット制度とは1       利  用  証２

ショッピングセンターやホテルなど、県に協力の申
し出があった施設の身体障害者等用駐車場で利用で
きます。
　各協力施設は、県庁地域福祉課及び県ホームペー
ジでお知らせしていますが、上勝町内の公的施設と
しては、上勝中学校と介護予防活動センターひだま
りがあります。

      利用できる駐車場4

利用証の交付申請方法等は、次のとおりです。

⑴ 申請方法
　　① 郵送申請の場合
　　 　申請書に必要事項を記入し、身体障害者手帳
　　　 等の写しを添付のうえ、県庁地域福祉課あて
　　　 郵送（要返信用切手140円）。
　　　　 ➡内容を審査後、本人あて利用証を郵送。
　　② 窓口申請の場合
　　　 次の窓口（最寄機関のみ掲載）に申請書を提
　　　 出するとともに身体障害者手帳等を提示。
　　　　 ➡内容を審査後、その場で利用証を交付。

※受付時間：月曜日～金曜日（祝祭日を除く）の
　8：30から17：00まで（県庁地域福祉課は18：00まで）

※代理申請の場合は、代理人の方の身分証明書
 （運転免許証等）が必要です。

      交付手続き5

      利用証交付対象者及び利用証有効期間3

県庁地域福祉課（徳島市万代町1-1）　　　

県東部保健福祉局徳島庁舎（徳島市新蔵町1-67）

県障害者相談支援センター（徳島市南矢三町2-1-59）

⑵ 交付申請書設置場所

　　ϱ 県庁地域福祉課、県庁県民サービスセンター
　　　　　　　　　　　　　            （徳島市万代町1-1）

　　　 県東部保健福祉局徳島庁舎（徳島市新蔵町1-67）

　　　 県障害者相談支援センター（徳島市南矢三町2-1-59）

　　　 上勝町役場（本庁、支所）

　　ϲ 県ホームページ（ダウンロード）

⑶ 手数料　無 料

（オレンジ色）（緑色）

対象 対象

等　級

４級以上

３級以上

５級以上

該当なし

４級以上

６級以上

５級以上

２級以上

６級以上

４級以上

４級以上

４級以上

４級以上

４級以上

４級以上

 聴覚障害

 平衡機能障害

 上肢

 下肢

 体幹

 上肢機能

 移動機能

 心臓機能障害

 腎臓機能障害

 呼吸器機能障害

 膀胱又は直腸機能障害

 小腸機能障害

身体障害者区分

視覚障害

聴覚障害

音声言語機能障害

肢体不自由

脳原

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害

心臓、腎臓、呼吸器、

膀胱又は直腸、

小腸機能の障害

窓
口

利用証

※
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活
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慣
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体
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血
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脂
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脂
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レ
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テ
ロ
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Ｄ
Ｌ
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レ
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テ
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ル
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肝
機
能
検
査

︵
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
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・
γ
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Ｇ

Ｔ
Ｐ
︶
血
糖
検
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随
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血
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ヘ
モ
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尿
検
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糖
・
蛋
白
︶
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項
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腎
機
能
検
査
︵
血
清
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︶
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系
検
査︵
血
清
尿
酸
︶

■
健
診
項
目

徳島県徳島県パーキングパーミットパーキングパーミット制度制度についてについて徳島県徳島県パーキングパーミットパーキングパーミット制度制度についてについて

徳島県 保健福祉部 地域福祉課 地域福祉・援護担当

Ԡ 088-621-2167・2171     FAX 088-621-2839
E-MAIL chiikifukushika@pref.tokushima.lg.jp

お問い合わせ先

徳島県パーキングパーミット制度について
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後期高齢者医療被保険者の皆様へ 後期高齢者医療保険料額後期高齢者医療保険料額が決定決定しまします平成平成21年度年度 後期高齢者医療保険料額後期高齢者医療保険料額が決定決定しまします平成平成21年度年度

８月中旬（お盆前）に決定通知等をお送りしますので、よろしくお願いします。

お送りするものはその方によって異なります。

通知書ϱをお送りする方…10月以降、年金から保険料を徴収される方（特別徴収）

通知書ϲをお送りする方…８月以降、一緒に綴じてある納付書で保険料をお納めいただく方（普通徴収）
　　　　　　　　　　　　※８月以降納める必要の無い方や、口座振替該当者は納付書がついておりません。

通知書ϱ、ϲともにお送りする方…８月、９月が普通徴収で、10月以降が特別徴収の方

特別徴収　　及び　　普通徴収

社会保険庁

国民年金老齢年金

被保険者番号

後期高齢者医療保険料額

被保険者氏名

保　険　料　額

決定理由　保険料額を決定しました

円

決定年月日　平成21年　8月　　日

　平成21年度分の後期高齢者医療保険料額を
次のとおり決定しましたので通知します。

　平成21年度の後期高齢者医療保険料の期別保険料額
及び特別徴収の開始を決定したので通知します。

平成21年度 後期高齢者医療保険料額決定通知書

後期高齢者医療保険料 特別徴収開始通知書

ϱ賦課のもととなる所得金額

϶限度超過額

ϻ均等割額

ϲ所得割率
ϳ所得割額

ϱ×ϲ
ϵ算出額
ϳ＋ϴ

円 ％ 円

ϴ均等割額

円 円

円

円

ϼ均等割軽減額

円

Ͻ年保険料額
ϻ－ϼ

Ͼ月割減額 賦課管理番号

円 円

月数

Ϸ所得割軽減額

円

ϸ均等割軽減額

円

Ϲ年保険料額
ϵ-϶-Ϸ-ϸ

Ϻ月割減額
Ͽ保険料額

Ϲ+Ͻ－Ϻ－Ͼ

円 円 円

月数

保険料算定の基礎

被用者保険の被扶養者に係る軽減が適用される期間の保険料算定の基礎（終了年度のみ）

徳島県後期高齢者医療広域連合長

徳島県勝浦郡上勝町長

通知書番号

被保険者氏名

生年月日 性別　大正　　　年　　　月　　　日

住　　所 　上勝町大字　　　　　　　字　　　　　番地　　　

被保険者番号

女

円

円

円

円

円

円

徴 収 方 法

特 別 徴 収 義 務 者

特 別 徴 収 対 象 年 金

特別徴収対象年金額

徴 収 方 法 等

期別保険料額

年 間 保 険 料 （ 普 通 徴 収 ）

年 間 保 険 料 （ 特 別 徴 収 ）

　 　 仮 徴 収 額 　 　

　 　 本 徴 収 額 　 　

保 険 料 額

10月

円

12月

円

２月

円

来年度仮徴収額
４月

円

６月

円

８月

　来年度4月から8月まで、　　徳島県後期高齢者医療広域連合が
決定した保険料に基づき、高齢者の医療の確保に関する法律並び
に同法施行令、施行規則の規定により仮徴収を実施します。この
場合の保険料（月額）は今年度2月の保険料と同額になりますので
お知らせいたします。

発行日　　平成21年　8月　　日

広
域
連 

合
長
印 

上
勝
町 

長
之
印 

後期高齢者医療保険料額決定（変更）通知書
後期高齢者医療保険料額を次のとおり決定（変更）しましたので通知します。

被保険者番号 後期高齢者医療保険料額被　　保　　険　　者　　氏　　名
円

（決定理由） （決定年月日）

徳島県後期高齢者医療広域連合長 

ϱ賦課のもととなる所得金額

ϻ均等割額

円

円

ϼ均等割軽減額

円

円

Ͻ年保険料額
ϻ－ϼ

円

円

月額 Ͼ月額減額

円

円

円

円

Ϸ所得割軽減額϶限度超過額

円

円

円

円

ϸ均等割軽減額

円

円

Ϲ年保険料額
ϵ-϶-Ϸ-ϸ

Ͽ保険料額
Ϲ+Ͻ-Ϻ-ϾϺ月割減額

円

円

円

円

円

円

月額

ϳ所得割額
ϱ×ϲ

円

円

円

円

円

円

ϲ所得割率 ϴ均等割額 ϵ算出額
ϳ＋ϴ

％

％

保
険
料
算
定
の
基
礎
ϱ

前

後

前

後

前

後

被用者保険の被扶養者に係る軽減が適用される期間の保険料算定の基礎（終了年度のみ）

賦課管理番号の

基

礎

ϲ

保
険
料
算
定

広
域
連 

合
長
印 

後期高齢者医療保険料決定（変更）納入通知書

被保険者氏名

住　　　所

期　  別 保　 険　 料 納　 期　 限

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

この納入通知書により、各納期の保険料額をそれぞれの納期限まで

に納めてください。

※口座振替該当者については、納付書は添付しておりません。

　 分
保 険 料 額
の 内 訳

保 険 料 額

の 内 訳

期別保険料額

の 内 訳

広 域 内 他 市 町 村 分 円

円

円

円

円

円

円

　 　 　 分

特 別 徴 収 分

普 通 徴 収 分

　 　 期 納 入 額

　 　期以降の各期に納入する額

金 融 機 関

口 座 種 別

口座名義人

口座番号

（ 発 行 事 由 ）

（発行年月日）

上勝町長 

上
勝
町 

長
之
印 

住民コード 世帯コード 行政区コード

〒771－4501

徳島県勝浦郡上勝町
大字福原字下横峯３番地１

　　後期　太郎　様

通知書ϱ 後期高齢者医療保険料額

　平成21年度中にお納めいただく保険料総
額です。
　仮徴収で年金から既にお納めいただいて
いる額も含みます。

期別保険料額、来年度仮徴収額

　それぞれの月の年金支給額から徴収させ
ていただく保険料額です。今年度２月の保
険料と同額を平成22年度の仮徴収額として、
来年４月～８月に徴収させていただきます。

保険料額

　平成21年度の普通徴収と特別徴収のそれ
ぞれの額、仮徴収額（平成21年４、６、８月
の年金から徴収）、８月以降の本徴収額を記
載しています。

 徴収方法等

　保険料を徴収させていただく年金情報等
を記載しています。

後期高齢者医療保険料額

 平成21年度中にお納めいただ
く保険料総額です。

期別　保険料　納期限

　期別ごとの保険料納付額と
その納期限です。必ず納期限
までにお納めください。

保険料額の内訳

　平成21年度の特別徴収と普
通徴収額等の内訳を記載して
います。

※1…4、6、8月の年金から徴収される分　　

※2…10、12、翌年2月の年金から､若しくは普通徴収される分

平成21年度保険料額－仮徴収額＝本徴収額 

通知書ϲ

※通知書の様式はあくまで予定であり変更になる可能性があります。ご了承ください。

上勝町住民課　Ԡ0885-46-0111　IP 050-3438-8071

　平成21年度以降の保険料のお支払いは、納付書払いのほか、便利かつ支払い忘れのない以下の方法か
らもお選びいただけます。

　ϱ「年金」からのお支払い…特にお手続きいただく必要はありません。

　ϲ「口座振替」でのお支払い…口座振替依頼書等の提出が必要ですので、ϱ 振替口座の預金通帳、
　　　　　　　　　　　　　　　ϲ 通帳のお届け印 を振替金融機関へご持参のうえ、お手続きください。

　なお、年金からのお支払いでなく、口座振替を希望されるかた方は、町へ納付方法変更申出書の提出
　が必要となりますので、役場住民課または支所へ次のものをご持参のうえ、お手続きください。

　　　　　● 口座振替手続き後のご本人控え　● 印鑑　● 後期高齢者医療被保険者証　

　※年金の受給額が年額18万円未満の方、後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が年金
　　受給額の１/２を超える方は、口座振替又は納付書によるお支払いとなります。

■口座振替への変更に関しての注意点

１．お申し出時期によっては、希望される口座振替開始日に間に合わないことがありますので、ご了承ください。

２．世帯主又は配偶者の口座からのお支払いに変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替により支払っ
　  た方に適用されます。これにより、世帯全体の所得税額や住民税額が少なくなる場合があります。

３．これまでの納付状況等から、口座振替への変更が認められない場合があります。

　平成21年度においては、従来の保険料軽減措置（均等割の７割、５割又は２割）に加え、以下の軽減措
置を行います。「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載されていますので、ご確認ください。

ϱ 世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額の合計額が33万円以下の方

　 Կ本来は均等割が７割軽減ですが、平成21年度は８.５割軽減となります。

ϲ ϱの方のうち、世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円以下で他の所得がない
    世帯の方　※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が０円である場合です。

　 Կ平成21年度から均等割が９割軽減となります。

ϳ 後期高齢者医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者」であった方

　 Կ平成21年度は均等割が９割軽減となります。

ϴ 年金収入が153万円以上211万円以下の方　
　 ※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が91万円以下である場合は対象となります。

　 Կ平成20年度と同様に所得割が５割軽減となります。

保険料の軽減措置について

保険料のお支払い方法について

お問い合わせ先

※

※1 ※2

1819
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信
　

一

を木づかう住宅資金貸付制度のご案内 森森
　森林は、植える、育てる、収穫するサイクルをうまく循環させることで、健全に保全されま

す。二酸化炭素の吸収や災害から県土を守るといった森林の持つ多くの働きを発揮させるため

にも、県産材を使って家を建てることは県内の森林を育てることにつながる大切なことです。

　この制度は、木材の利用を促進させることにより森林の保全に必要とされる一連のサイクル

をうまく循環させ、温暖化防止や環境保全に資することを目的とした県と金融機関の協調融資

制度です。

◇ 上限金額：認証木材使用住宅（新築、建売）　 　　　　　　2,000万円

　　　　　　 認証木材使用リフォーム（リフォーム、増改築）    900万円

◇ 貸付金利：2.0％（平成21年7月1日時点）：金利は金融情勢により変動する場合があります）

◇ 10年固定型：詳しくは、取扱金融機関の店頭及び県ホームページでご案内しています。

◇ そ　の　他：各取扱金融機関の定めによります。

  ● 貸付の内容

◇ 平成22年3月31日まで

  ● 受付期間

次の要件のいずれかを満たす住宅が対象です。　

◇ 認証木材使用住宅

　 ϱ 梁桁がすべて認証木材

　 ϲ 認証木材の使用割合が全体の５割以上

◇ 認証木材使用リフォーム

　 ϱ 認証木材の使用割合が全体の５割以上

  ● 対象住宅の要件

次の要件をすべて満たす方が対象です。

◇ 県内で自ら居住するための住宅を建設、リフォームされる方

◇ 対象住宅を県内に本店の所在する業者によって建築される方

◇ 徳島県勤労者住宅建設資金と併用しない方

  ● 貸付を受けられる方

申込み手続きは、以下の各取扱金融機関の本店、支店の住宅ローン融資窓口で行ってください。

阿波銀行、徳島銀行、四国銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、阿南信用金庫

徳島県信用農業協同組合連合会、徳島県信用漁業協同組合連合会　

  ● 申し込み先（取扱金融機関）

徳島県農林水産部林業振興課木材生産流通担当（ԉ088-621-2448）

  ● 問い合わせ先

生活の「暮らし」のお知らせの一覧、仕事の「農林水産業」のお知らせの一覧、

または農林水産部「林業振興課」のお知らせの一覧をご覧ください。

  ● 県ホームページ（http://www.pref.tokushima.jp/）】
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木造住宅の骨組みに認証木材

を使用した例です。

あなたの「木づかい」を
お待ちしております!!



ありがとうございました

（敬称略）

彩保育園

上勝幼稚園

平日 18時〜翌朝９時
休日 19時〜翌朝９時夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

　皆さんこんにちは。もうすぐ私が上勝町に来てから３ヶ月経とう

としています。この間は初めてお茶摘みをさせて頂きました。お茶

摘みをするずっと前から、「茶摘みはえらいでぇ」と聞いていまし

たが、実際やってみたら意外と楽しい作業でした。普段話す機会が

あまりなさそうな人と雑談したり、昔の人のとんち話を聞いたり、

それがとても新鮮でした。確かに指が痛くて作業が大変な時もある

のですが、そういう時は周りの山や

空に目を向けると気分が和みます。

またやる気が湧いてくるので不思議

です。昔の人はこういう大変な作業

を家族でする事で結束を深めていっ

たのかなと思いました。昔の人の知

恵や伝統をもっと知りたいと思いま

す。絶やしてしまうにはもったいな

いものが沢山あると思うので。これ

からもよろしくお願いします。頑張

ります。

鳥 海 年 世

下 岡 里 榮

野 田 實 隆

金児利延、希美

前 田 美 紀

山 西 智 子

丸 岡 芳 治

高 橋 信 幸

朝 川 彰 一

高 石 雅 弘

峠　　　十志子

殿 川 孝 昭

山 西 美 弘

福 本 仁 志

安 井 晴 紀

滑 川 里 香

正 木

旭

傍 示

生 実

生 実

傍 示

傍 示

正 木

正 木

正 木

正 木

福 原

傍 示

正 木

正 木

傍 示

さ く ら ん ぼ  

生 花  

花 木  

竹笹・なすび 

飲 料  

お 菓 子  

竹 の 花 瓶  

竹 の 花 瓶  

花 木  

花 木  

サ ツ マ イ モ  

表現会出演ご協力 

表現会出演ご協力 

表現会出演ご協力 

表現会出演ご協力 

表現会出演ご協力 

品　　名 住所 氏　　名

お 菓 子  

お 菓 子  

花 

花 

福 原

生 実

正 木

正 木

井 岡 勝 司

竹　田　真由美

小 西 恵 子

安 井 勢 治

品　　名 住所 氏　　名
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発
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（
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発
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のふるさふるさと協力隊日記と協力隊日記 ③のふるさと協力隊日記 ③

上勝町診療所  ☎ 44−5010　　勝浦病院  ☎ 42−2555

日　　時 救急病院名 日　　時 救急病院名

８月19日㈬

８月21日㈮

８月23日㈰

８月25日㈫

８月27日㈭

８月29日㈯

８月31日㈪

９月 ２ 日 ㈬

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上 勝 町 診 療 所

勝 浦 病 院

上 勝 町 診 療 所

勝 浦 病 院

８月 ３ 日 ㈪

８月 ５ 日 ㈬

８月 ７ 日 ㈮

８月 ９ 日 ㈰

８月11日㈫

８月13日㈭

８月15日㈯

８月17日㈪

上 勝 町 診 療 所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上 勝 町 診 療 所

勝 浦 病 院

上 勝 町 診 療 所

平成21.７.１現在

前月比

戸籍の窓口

人 口

男

女

世帯数

1,997人（△2）
942人（　0）

1,055人（△2）
853戸（△2）

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

618人（△5）

360人（　4）

275人（　0）

346人（△2）

398人（　1）

255戸（△2）

146戸（　1）

122戸（　0）

152戸（△1）

178戸（　0）

高齢化率　49.57％

６月の視察来町者数平成21年

件　　　　　　  名2 0 2 9 9

（柄 澤 良 味）
から  さわ   よし    み

▲ とうみを回している様子

ワーキングホリデイ受入農家大募集!!
　平成16年度から開催しておりますワーキングホリデイを、９月下

旬に２泊３日の日程で開催する予定です。

　ワーキングホリデイとは、都市部からの参加者が自費で来町し農作

業等を行い、受入先は、その対価として参加者に食事と宿泊を提供す

るものです。

　労働力の軽減、参加者との交

流等、地域の活性化にも繋がる

可能性があります。ワーキング

ホリデイがきっかけとなり、移

住してこられた方もおられます。

　ワーキングホリデイの受入先

になっていただける方は、８月

17日までに役場産業課までご連

絡ください。
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